
プレス民主（号外）平成９年４月２５日 第３種郵便物許可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島九州男 

福岡事務所 
福岡県春日市若葉台西 6-90 

国会事務所 
東京都千代田区永田町 

２－１－１   

参議院議員会館９１０号室   
電話０３－６５５０－０９１０ 
kusuo_ooshima02@sangiin.go.jp 

参議院議員 
福岡事務所 

国会事務所 
く す お 

復
興
に

全
力 

幹
事
長
室 

福
島
県
担
当
を
拝
命 

 

大
島
九
州
男
議
員
は
幹
事
長
室
の

「
東
日
本
大
震
災
対
策
本
部
」
に
設

置
さ
れ
た
福
島
県
対
策
室
の
副
室
長

に
任
命
さ
れ
、
原
発
事
故
の
影
響
で

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々

へ
の
支
援
担
当
者
と
な
り
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
対
策
本

部
は
震
災
直
後
か
ら
支
援

活
動
を
開
始
し
、
こ
れ
ま
で

幾
多
の
難
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

大
島
議
員
は
当
初
か
ら

宮
城
県
の
担
当
者
と
し
て

取
り
組
み
を
行
い
、
現
地
と

政
府
と
の
調
整
を
行
い
な

が
ら
、
被
災
地
の
ご
要
望
を

伺
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
水

産
加
工
業
者
か
ら
の
要
望

で
あ
る
、
早
期
の
事
業
再
開

と
い
う
課
題
に
対
し
て
は
、

「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」
と
い

う
新
た
な
支
援
の
枠
組
み

を
提
案
し
ま
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
補
助
金
は
、
被

災
し
た
企
業
が
数
社
集
ま

り
共
同
で
事
業
を
始
め
る

ス
キ
ー
ム
で
、
事
業
再
開
に

必
要
と
な
る
費
用
の
ほ
ぼ

全
額
が
国
と
県
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
事
業
の
早
期

再
開
を
希
望
す
る
企
業
か

ら
の
応
募
が
殺
到
し
、
当
初

の
一
次
補
正
予
算
で
は
足

り
な
く
な
り
、
二
次
補
正
、

三
次
補
正
に
も
予
算
が
計

上
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
な
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
月
八
日
に
は
、
東
日
本

大
震
災
の
二
重
ロ
ー
ン
対

策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総

額
二
兆
五
三
四
五
億
円
の

四
次
補
正
予
算
が
参
議
院

本
会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。 

震
災
復
興
は
ま
だ
道
半

ば
で
す
。
被
災
者
さ
れ
た

方
々
の
立
場
に
立
っ
て
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。 

東日本 

大震災 

消
費
税
収
の
全
額
を
年

金
や
医
療
、
介
護
、
少
子
化

対
策
の
社
会
保
障
関
係
費

に
充
て
る
こ
と
を
明
記
し

た
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

政
治
・
行
政
改
革
で
は
、

衆
院
議
員
定
数
の
八
十
削

減
と
国
家
公
務
員
人
件
費

の
削
減
、
独
立
行
政
法
人
改

革
な
ど
を
列
挙
。 

大
島
議
員
が
座
長
と
し

て
取
り
組
ん
だ
「
行
政
構
造

改
革
実
行
法
案
」
（
仮
称
）

の
早
期
国
会
提
出
も
表
明

さ
れ
ま
し
た
。 

川内村村長と会談 
大島議員は原発事故に伴う避難

生活から帰村宣言をした福島県川

内村の遠藤村長と国会内で会談。 

インフラ整備や放射能除染など

で全面的に支援する方針を伝え、

福島県をはじめ、全国２７都道府

県に避難している住民の帰村を支

援していくことを約束しました。 

障
害
者
自
立
支
援
法
に

代
わ
る
新
た
な
福
祉
制
度

に
つ
い
て
の
議
論
が
大
詰

め
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

民
主
党
の
厚
生
労
働
部

門
会
議
に
設
置
さ
れ
た
、
障

害
者
政
策
Ｗ
Ｔ
（
ワ
ー
ク
ン

グ
チ
ー
ム
）
で
は
、
難
病
患

者
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
給

付
対
象
に
加
え
る
こ
と
な

ど
を
柱
と
す
る
改
革
案
を

障
害
者
総
合 

福
祉
法
の
議
論 

障
害
者
政
策
Ｗ
Ｔ
大
詰
め 

ま
と
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
重

ね
て
い
ま
す
。 

現
行
制
度
で
は
、
難
病
患

者
は
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
持
っ
て
い
な
い
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
対
象

外
で
、
患
者
か
ら
は
改
善
を

求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

改
革
案
で
は
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
や
筋
萎
縮
性
側
索

硬
化
症
な
ど
百
三
十
の
難

病
を
対
象
に
加
え
、
全
て
の

障
害
者
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
行
き
届
く
よ
う
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革 

閣議 

決定 
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文
部
科
学
省
が
「
子
ど
も

の
学
習
費
調
査
」
の
結
果
を

公
表
し
ま
し
た
。 

こ
の
調
査
は
二
年
に
一

度
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

全
国
の
公
立
・
私
立
の
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高

等
学
校
、
約
千
百
校
の
二
万

三
千
人
が
対
象
で
す
。 

そ
れ
に
よ
る
と
、
公
立
学

校
の
授
業
料
無
償
化
と
高

等
学
校
等
就
学
支
援
金
の

効
果
で
、
高
校
生
に
お
い
て

は
公
私
間
格
差
が
二
．
三
倍

に
縮
ま
る
一
方
で
、
小
学
校

で
は
四
．
八
倍
、
中
学
校
で

は
二
．
八
倍
と
、
依
然
と
し

て
高
い
数
値
で
す
。 

い
わ
ゆ
る
「
公
立
だ
と
い

く
ら
、
私
立
だ
と
い
く
ら
」

と
い
う
授
業
料
の
差
を
見

て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、
幼

稚
園
（
三
歳
）
か
ら
高
等
学

校
卒
業
ま
で
の
十
五
年
間

で
、
す
べ
て
公
立
に
通
っ
た

場
合
は
五
百
万
円
、
す
べ
て

私
立
に
通
っ
た
場
合
は
千

七
百
万
と
の
調
査
結
果
が

出
る
な
ど
、
子
ど
も
に
か
け

る
教
育
費
の
実
情
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

さ
て
、
今
回
の
調
査
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
高

校
授
業
料
の
実
質
無
償
化

に
よ
っ
て
、
高
校
生
の
学
ぶ

環
境
に
変
化
が
見
ら
れ
、
結

果
と
し
て
公
私
間
格
差
の

是
正
に
つ
な
が
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
環

境
を
い
か
に
平
等
に
し
て
、

ひ
と
り
一
人
の
子
ど
も
た

ち
が
希
望
す
る
進
路
を
提

供
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
か

が
大
人
の
責
務
で
す
。 

い
ま
国
会
で
は
、
高
校
授

業
料
の
実
質
無
償
化
を
「
政

争
の
具
」
と
す
る
よ
う
な
動

き
が
あ
り
ま
す
。 

今
一
度
、
こ
の
原
点
に
立

ち
返
っ
た
議
論
へ
と
軌
道

修
正
を
し
て
成
案
を
得
た

い
と
思
い
ま
す
。 

学校種別にみた年間の学習費総額（文部科学省データ） 

公
私
間
格
差
縮
ま
る 

高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
の
効
果
現
れ
る 

統
合
医
療
を
普
及
・
促
進

す
る
議
員
連
盟
（
大
島
九
州

男
事
務
局
長
）
の
柔
道
整
復

師
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

業
界
の
皆
様
を
始
め
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

ま
ず
、
不
正
摘
発
と
罰
則

の
強
化
を
行
う
べ
き
で
あ

る
、
と
い
っ
た
業
界
の
率
直

な
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
例
え
ば
、「
実

務
上
レ
セ
プ
ト
の
作
成
は

月
末
か
ら
月
初
に
か
け
て

で
あ
り
、
任
意
に
中
止
さ
れ

る
患
者
も
い
る
中
で
白
紙

委
任
は
不
正
に
当
た
る
の

か
」
、
と
の
問
い
に
対
し
て

は
、
申
請
書
に
つ
い
て
は
、

療
養
費
は
一
ヶ
月
を
単
位

と
し
て
請
求
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
当
月
の
施
術
の
際

に
患
者
が
一
ヶ
月
分
の
施

術
内
容
を
確
認
し
た
上
で

署
名
を
行
い
、
こ
れ
を
作
成

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

が
、
柔
道
整
復
師
の
施
術
所

へ
の
来
所
が
患
者
に
よ
り

一
方
的
に
中
止
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
患

者
が
来
所
し
た
月
の
初
め

に
署
名
を
行
い
、
当
該
申
請

書
を
作
成
す
る
場
合
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省

と
し
て
も
承
知
し
て
い
る

旨
の
返
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

毎
年
一
兆
円
ず
つ
増
え

る
国
民
医
療
費
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
問
題
を
解
く
鍵
が
、

東
洋
医
学
と
西
洋
医
学
の

英
知
を
結
集
し
た
統
合
医

療
で
あ
り
、
そ
の
一
角
を
担

う
の
が
柔
道
整
復
師
で
す
。 

奈
良
時
代
か
ら
脈
々
と

続
く
日
本
の
誇
り
を
広
く

国
民
に
提
供
し
、
国
民
の
健

康
に
結
実
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

統
合
医
療
議
連
を
開
催 

現
場
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
う 


